
誰もが生き生きと働き続けられる
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は
じ
め
に

男
女
が、
互
い
に
そ
の
人
権

を尊重
しつ
つ
責
任を
分
か
ち
合

い、
性別
に
か
かわ
りな
く、
そ

の
個
性と
能
力
を
十
分
に
発
揮

し 、
あ
らゆ
る分
野
に
蓮守に
参

画で
き
る

男女共同参画社会の

形成が
包
世紀の
最一重
要
課
題と

位置付
けられて
い
る。
横浜
市

で
は、
市
民
の
だれ
も
が
安全
で

安心して
生
き生
きと豊
か
に
暮

らせ
る社
会の
実
現
に
向
けて
さ

ま
ざま
な
取
組を
進め
て
い
る。

2 

明査
の
概
要

今
回 、
市
内
事
業
所
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画の
取組の
現状

を
把握し 、
第3

次横浜市
男女

共
同
参

画行動計
画
(
平成お
年

度j
平成訂
年度)
に
基づ
いた

施策を
立
案す
る、
?えで
の
参考

と
す
るた
め 、
と
くに
男
女がと

もに
働
きや
すい
職
場づ
く
りと

ワI
ク・
ラ
イ
フ・
バ
ラン
ス
実

現
に
向
けた
取
組につ
いて
調
査

し
た 。
調
査
は、

特定悲呂利活

動法人市
民セ
ク
タ
ーょこ
はま

に
毒註し
て
塞凪し
た。

【

調査期間】
草成辺
年9
月創
日l

m
月ロ
日

【

調査方法】

「
平
成同

年事業
所・
企
業
統

計
調
査
調
査区
別
民
営事
業
所

漢
字リ
スト」
に
基づ

く横浜市

内所在の
企

業規模却
人
以
上
の

7
3
4
9
民
間
事業
所
の
うち 、

2
50
0

事業所を
対
象に 、
調

査
票を
郵
送に
て
配
付・
回
収し

た 。

【有効回収数】

7
8
4
事
業
所
(
有
効
回
収

率一
白・
4
%)

3 

結
果
の
概
要

川雇
用
の
状
況

O今回の

調査対象事拳所で
働

く
女
性
従
業
員
の
う
ち 、
正

社
員
は
半
分
以
下
で
あ
り 、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
が
多
い。

過
去
の
調
査
と
比
較
し
て
も

女
性
の
正
規
雇
用
は
進
ん
で

U
なU 。

O
正
社
員の4
人に3
人は
男性

で
あ
る
の
に
対
し
て 、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
の
4
人
に
3
人

は
女性で
あ
る。

凶
女
性智
理
職
の
割
合と
女
性
の

能
力
活
用

O管理
職に
占め
る
女
性
の
割合

は、

取締役ク
ラ
ス
で
日
% 、

部
長
ク
ラ
ス
で
6
% 、
課
長

ク
ラ
ス
で
8
% 、
係
長・
主

任
ク
ラ
ス
で
四
%
で
あ
り 、

男
性
の
方
が
多
数
を
占
め
て

い
る。
(
困1)

O
小

規模事幸町ぞ
医
療・
福祉

分
野
に
お
い
て
は、
女
性
管

理
職
の
割
合
が
比
較
的
高
く

なっ
て
い
る。

O女

性管理
職が
少
ない
理
由と

し
で
は、
勤
続
年
数・
在
職

年
数
が
短
い
と
い
う
問
題
が

挙
げ
られて
い
るロ

O
男
女が
対等な
職
場で
あ
ると

認
識
し
て
い
る
が 、
実
態
と

し
て
の
女
性
の
能
力
活
用
は

な
かな
か
進ん
でい
ない。

O女性
の

能力を
活用
す
る上
で

は、
。
家
事
は
女
性
の
仕
事ψ

と
いっ
た
固
定
的
な
性別
役

割
分
担
意
識
が
根
強
い
こ
と

100抗80鴨

81.2弛

80% 

85.:nIo 

94.0% 

112.2'誌

が
課題と
なっ
て
い
る。

間
ハ
ラ
ス
メ
ン
卜
の
防
止

Oセ
ク
シュ
アル・
ハ
ラ
スメ
ン

ト
に
対
し
て 、
6
割
弱
の
事

業
所
が
何
ら
か
の
取
組
を
実

施
し
て
い
る
が 、
中
小
企
業

を
中
心
に
ま
だ
取
組
が
進
ん

で
い
な
い

事業所もあ
る。

O取組を進
め
て
い
る

事業所で

も 、
社
内
で
実
態
把
握
の
た

め
の
調
査
を
行
い、
具
体
的

な
課
題
解
決
に
踏
み
込
む
と

こ
ろ
ま
で
は
な
か
な
か
で
き
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て
い
ない。

Oパ
ワ1・
ハ
ラ
スメ
ント
に
対

し
て
は、
何
ら
か
の
取
組
を

実
施
し
て
い
る
事
業
所
は
半

数
以
下
と
なっ
て
い
る。
大

規
模
な
事
業
所
や
大
企
業
の

方
が
取
組
は
比
較
的
進
ん
で

い
る。川副き

方
の

各梅性

O
柔
軟な

働主方の
で
き
る
制
度

と
し
て
は、
育
児
休
業、
介

護
休
業
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が 、
短
時
間
勤
務
制
度
も
半

園2
|育児嶋鵬率(平成1 8年度横浜帽査、輔21年度全国間査との蛾) I 

※全園調査は「平成 21 年度雇用均等基本調査(厚生労働省)Jより
従業員規模5人以上の事業所における育児休業取得率

.平成21年度全国調査ロ平成18年度横浜市調査ロ今回調査

100% 90% 関%70% 60% 50% 40% 30% 20% 10% 。%

数
近
く
の
事
業
所
で
整
備
さ

れ 、
子
育
て
支
援
に
効
果
を

あ
げて
い
る。
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制
度
の
導
入
率
は
2

割
で、
在
宅
勤
務
制
度
は
ほ

と
ん
ど
導入されて
い
な
い。

O
男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
は

1・
8
%
に
と
ど
ま
っ
て
お

り 、
育
児
休
業
を
取
得
す
る

男
性
は
依
然
と
し
て
ほ
と
ん

ど
い
な
い
の
が
実
態
で
あ
る

(
図
2
1
ま
た 、
少
数
な
が

ら
育
児
休
業
を
取
得
し
た
男

性
で
も 、
「2
週
間
未
満」
や

「
1
か
月
未
満」

と
いっ
た
短
期
間

の
取
得が
大
半
を

占め
て
い
る。

O
育
児
休
業や
介
護

休
業、
フ
レ
ッ
ク

ス
タ
イ
ムと
いっ

た
柔
軟な
働
き
方

が
で
き
る
制
度

は、
女
性
従
業
員

の
定
着
率
や 、
企

業
や
職
場へ
の
従

業
員
の
愛
着や
信

頼
の
向上
に
効
呆

が
あっ
た
と
い
う

回
答が
多
い。

O
柔
軟な
働
き
方
が

で
き
る
制
度
を
整

備
す
る
上
で
は、

周
囲
の
従
業
員へ

の
業
務
的
負
担
を
抑
え
るこ
と

や 、

代替要
員
の
確保が
課題と

なっ
て
い
る。

同
ワ
I
ク・
ラ
イ
フ・
バ
ラ
ン
ス

に
閲
す
る
取
組

O
ほと
ん
ど
の

事業所
が「
ワ1

ク・
ラ
イ
フ・
バ
ラ
ン
ス」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
が 、
そ
の
意
味
ま
で

と
な
る
と
半
分
ほ
ど
の
事
業

所に
し
か知
られて
い
ない。

Oワ
1
ク・
ラ
イ
フ・
バ
ラン
ス

実
現
の
た
め 、
従
業
員
向
け

の
研
修
や
P
R 、
雰
囲
気
の

醸
成 、
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
さ

ま
ぎ
ま
な
取
組
の
必
要
性
は

認
め
ら
れ
て
い
る
が、
実
施

は
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
段
階
で

あ
る。

O
企
業
に
とっ
て
ワ
l
ク・
ラ

イ
フ・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
は、

従
業
員
の
生
活
の
充
実
の
ほ

か、
企
業
に
とっ
て
の
業
績

向
上
や
人
材
確
保 、
労
使
関

係
の
良
好
化
な
ど
に
もつ
な

が
る
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い

る。例行政
に
期待
さ
れ
る
こ
と

O行政が
実
際に
どん
な
取
組を

行っ
て
い
る
か、
そ
の
内
容

ま
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
の

が
実
態
だ
が、
一
方
で
さ
ま

ぎ
ま
な
こ
と
が
行
政に
期
待

さ
れ
て
い
る。
公
的
施
設
の

整
備
の
ほ
か、
社
会
全
体
の

理
解
促
進・
啓
発
につ
い
て

も 、
工
夫
し
た
取
組
が
望
ま

れて
い
るロ

4 

書

192.7% 
女性1 187.0嶋

. .85，昌弘

111.8% 
男性111.8嶋

・1.7%

川事業所
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
の
現状

事
業
所
を
対
象と
し
た
横
浜

市
の
男女

共同参画に
関
す
る調

査
は、

平成四
年
以
来4
年ぶ
り

の
実
施で
あ
る。
前回
の
調
査と

比べ
ると 、
男
女
共同
参
画の
実

態と
して
は

全体的に
大
き
な変

化や
進
展
は
見られ
ない。
女
性

の正

規雇用率や
女

性管理職の

割合 、

現程の

育児抹業取得率

と
いっ
た
数値は
伸び
悩ん
でい

る。

依然と
し
て
正
社員

や管理

職
は
男性が

多参Eめ 、
逆
に 、

育児体業を

取得するの
は
女
性

が圧
倒

的多数を
占め
て
い
る。

一
方 、
法
律
の
整
備
や
行
政

等
に
よ
る
啓
発
活
動
な
ど
に
よ

り 、

事業所に
お
け
る

各種制度

の
整
備や
取
組
は
進ん
で
きて
い

る。

具体的に
は、
男
女を
問わ

ず従業員の
能力
を
活用
す
るた

め
の
取組 、
ハ
ラ
スメ
ン
ト
を
防

止
す
るた
め
の
取組 、
柔
軟な
働

主』方
やワl
ク・
ラ
イフ・
パ
ラ

ン
スを

推進する
制
度
の
整
情な

ど
がこ
れに
あた
る。

「
男
女
が
対
等
な
職
場
で
あ

る」
と
い
う
回
答が
約半
数の
事

業
所
か
ら寄せ
ら
れて
い
るよ
う

に 、
男
女
共

同参画推進のた
め

の
第
1
ス
テ
ー
ジ、
「
仕
組み
を

整慣する」 、
「
偉業
員に
周知
す

る」
と
いっ
た
段階は、
あ
る
程

度
の

区切りがつ
いた
と
い
え
る

の
で
は
ない
だ
ろ
うか。

し
か
し 、
女
性
の
能
力
を
情

用
す
る上
で
は、
「
家
庭
責
任を

考
慮す
る
必
要が
あ
る」
「
時
間

外場面を
させ
に
くい」
と
い
う

回
答
が多い
よ
うに 、
実
際に
男

女が
墓守な
状
況が
具
現化
され

て
い
ると
は
言い
がた
い
面も
あ

る。
凶今後
の
課
題
i

制度聾備
の

み
な
ら
ず 、
風
土
を
国
成
す

る
た
め
に
は
i

各
種
制
度
の
整
備
等
は、
概

し
て
大
企
業
ほ
ど
進
ん
で
い
る。

事業所と
し
て
は

小規模で
あっ

て
も 、

母体企
業
の
規模が
大き

い
場合は
制度
が
整
備
されて
い

る例
が多い。
一
方で、

中小企

業に
お
け
る

制度整備の
支援が

課題と
して
残
されて
い
る。

た
だ
し 、
制
度
の
整
備
が
進

ん
でい
るは
ずの
大企
業で
あ
る

が 、

実態と
し
て
の
女性
の
能力
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• 

活用は
進ん
でい
ない。
女
性管

理
職
の
割
合 、
あ
るい
は

従業員

の

性別比
な
ど
を
見
ると 、
む
し

ろ
中小企
業
の
方が
比

較的女
性

が
進
出
して
い
る。

で
は、
制
度
の
整
備
が
進
ん

で
い
る割に 、

実智笠
して
女
性

の

能力活用
が
進ま
ない
の
は
な

ぜだ
ろ
うか。
理
由
は
2つ
考え

ら
れ
る。

-
つ
は、
制
度
を
利
用
し
ょ

、
?と
し
て
も 、
制

度自体が
個々

人
のニ
1ズ
に合わ
ず 、
そ
のま

ま
で
は
「
使
い
に
くい」
と
い
う

こ
と
で
あ
る。
こ
の
場合は
制
度

の

効果測定を
行い、
制度
の
設

計や
運用を

改善する必
要
が
あ

る。

具体的
に
は、

従業員
の
多

様な空
7ズ
に
応応》ええ
られ
るよ
う

に 、
臨
機応
変な
制
度整
慣を
す

るこ
と 、
ま
た
は、

監仔の
制
度

で
あっ
て
もそ
れ
を
柔
軟に
運
用

す
る工
夫を
行
うこ
と
で
あ
る。

も
う
1
つ
は、
実
態
と
し
て

制度を
利用
し
や
すい
環境な
の

か、
利
用
が
促進
され
る
風土
な

の
か、
と
い

う問題で
あ
る。
制

度自体の
問題
で
は
な
く、

従業

員が
制
度
の
利用を

跨賭する
要

因
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か。男
女
共
同
参
画や
ワ
1
ク・
ラ

イフ・バ
ラ
ン
ス
の
推
進
は、
事

業
所
側と
従
業
員
側
双
方
に
メ

リッ
ト
が
あ
る
仕
組み
で
あ
る。

事業所側にとっ
て
は、
偉業
員

の
定
着 、
優
秀
な
人
材
の
確
保 、

業肇β法の
見
直
し等に
よ
る生

産
性
の
向
上
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る。

従業員側にとっ
て
は、
個々

の
事
情に
応じた
多様
で
柔軟な

働
き
方を

選択するこ
と
が
可能

と
な
り 、
仕
事と

家庭生
活の両

方が
充
実し
て 、
生
き
が
い
や
喜

び
を
得られ
るこ
と
が
挙げられ

る。男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め

の
第1
ステー
ジ
「
仕組み
を
作

る・
整
備
す
る」
か
ら
第
2
ス

テー
ジ
「
効
果を上
げ
る」
に
進

め
て
い
くた
め
に
は、
今
ひとつ

制
度
の
活
発な
利
用ま
で
は
結び

つ
か
な
い
要因を 、

事業所側と

笹業員側
の双
方に
おいて
掘
り

下
げ 、

解決策を
見出すこ
と
が

必
要と
な
る。

同
こ
れ
か
ら
の

方-阿世

求
め
ら
れ
る
方
向
性と
し
て

は、
アーウの3つ
が
考えられ
る。

ア

中
小
企
業
に
お
け
る
ワ
ー

ク・
ラ
イ
フ・
バ
ラ
ン
ス

に
対
応
し
た
経営
の
推進

①経
営
臓
略
と
し
て
の
ワ
I
ク・

ラ
イ
フ・
バ
ラ
ン
ス
と
い
う

考
え
方
の
浸透

景
気
低
迷 、
業
績
悪
化
が
多

い
昨今 、
こ
れ
らを理
由に
ワ
ー

ク・
ラ
イ
フ・
バ
ラ
ン
ス
の
推進

に
否
定的

事業所も
あ
る。
し

か
し 、
こ
の
よ
うな

経営環境
が

厳し
いと
きだ
か
らこ
そ 、
ワ
ー

ク・
ラ
イ
フ・
バ
ラン
ス
の
実
現

に
向
けて

取り組むこ
と
が
必
要

で
あ
り 、
限ら
れた
環境や
資源

か
ら

最大限の成
呆
を
生
み
出す

こ
と
が
期
待
され
る。
ワ
ーク・

ラ
イフ・
バ
ラン
スは、

従業
員

の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
な
く、

企
業
の
活
力
や
競
争
力
を
高
め

て 、

業績向上に
も

好影響
が
あ

るも
の
で
あ
る。
そ
のた
め 、
ワー

ク・
ラ
イ
フ・
バ
ラン
スを
企
業

経
営の
視
点
か
ら
事え 、
時
代を

生
主義く
「
強
い
会社」 、
「魅
力

あ
る
会在」
に
な
るた
め
に
重
要

な
戦略
で
あ
るこ
と
が
もっ
と
浸

透
す
るよ
うに 、

積極
的にP
R

して
い
くこ
と
が
求め
られて
い

マ。。ま
た 、
企
業にとっ
て
の
ワー

ク・
ラ
イフ・
バ
ラン
ス
のメ
リッ

ト
も
あ
る
程
度は
認知
されて
い

る
が 、
実
際に
経
営にとっ
て
効

呆
が
あっ
た
かと
な
ると 、
そこ

ま
では
実
感
さ
れて
い
ない。
今

後は
特に
経
営
者
層を
ター
ゲッ

トと
した

啓発活動を
行い、
経

営者の
実
践を
促
すよ
うな
働
き

か
けを
す
るこ
と
が

右効と
考え

ら
れ
る。②中小

企
業発
の
ム
I
ブ
メ
ン
ト

作
り

「
ょ
こ
は
ま
グッ
ドバ
ラン
ス

賞」
(
注
1)
の
認
定・
表彰
事

業
所
の
事
例
に
も
あ
るよ
うに 、

既に
い
くつ
も
の

事拳所が 、
柔

軟な

働去、方を
寒
現
す
る
制
度を

それ
ぞれ
の

事拳附の
特性に
応

じた

取り入れ
方を
し
て 、

効果

を
生
み
出
して
い
る。
企

業規模

に
か
かわ
ら
ず、
それ
ぞれ
が
直

面
して
い
る

課題を
解
決
す
るた

め
の
創
意工
夫
の
結
果
と
し
て 、

男
女
共
同
参
画
の
進
展
や
ワ
ー

ク・
ラ
イ
フ・
バ
ラン
ス
が
実
現

す
る可能
性が
期
待で
き
る。
特

に 、
小
規模な
企
業は
人

材も集

ま
りに
くく 、
限
ら
れた

経営資

源を

最大限
活用せ
ざ
るを
得な

いと
思わ
れ 、
男
女

共同参画
や

柔
軟な

働き万も急速
に
進む
可

能
性が
あ
る。

こ
れ
か
ら
は、
必
ず
し
も
制

度で
詳細
ま
で
規
定ずるこ
と
を

前零」せ
ず 、
日々
の
柔
軟な
運

用や工
夫に
よっ
て

課題解決を

図
るよ
うな
中小
企

業向けのモ

デル
プ
ラン
の
提
示や
先駆
的
な

事
例
提供が
必
要で
あ
る。
そ
の

際 、
男
女
共
同
参
画や
ワ
lク・

ラ
イフ・
バ
ラ
ン
ス
の
推進に
取

り組む
企
業
同士
の
ネッ
トワl

ク
作
りを
中守護し 、
お互
い
に
学

び

あλ場を
作るこ
と
も

有効だ

と
考え
られ
る。
こ
ういっ
た
支

援
の
取
組に
よっ
て 、

中小企
業

の
特性を
活か
した
男
女
共
同
参
一

画と
い

ろ機運
作
りが
期
待され

る。
個
人
の
生
活
ス
タ
イ
ル
変革

に
向
け
た 、
職
場
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー

チ

今
回
は
事
業
所
に
お
け
る
男

女共
同
参
画の
課

題を検討して

い
るが 、
こ
れ
は
決
して

事業所

内だ
けで
解
決
す
るも
の
で
は
な

い。
と
くに

固定的性別役割分

担
意
識
に
基づ
いて

家摩内の
責

任が
女性に
偏っ
て
い
ると
い
う

問
題と
密
接に
関
わっ
て
お
り 、

家庭
の
状
況も視野
に
入れ
るこ

と
が
必
要で
あ
る。

固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識

を
解
消し
て
い
くこ
と
で、

事業

所
側
に
とっ
て
は、
「
女
性
だ
か

ら」
と
考え
るこ
と
や 、

女性に

のみ

家庭責任を

考顧するこ
と

が
改善
され
る。
ま
た、
徒業
員

側にとっ
て
は、
自分
の
働一き
方

やキャ
リア
を
性別
で
固
定
化
す

るこ
と
が
な
くな
り 、
自発
的
に

責
任あ
る職
務・
立
場を
望
む
女

性
が
増
え
るこ
と
が
期
待
さ
れ

る。職
場
で
の
取
組
や
風
土
変
革

イ
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は、
個
人の
意
識や生
活
スタ
イ

ル
の
変
革へ
と
連
鎖し
て
い
くと

考え
られ
る。
ま

ず事業所は
制

度を
整
備し 、
そ
の
制
度を
利用

し
な
が
ら

仕事と

家庭等を
両立

させ
る
方法
につ
い
て 、
上
司
や

先
輩 、
そ
の
他人
材
育
成を
担
う

者が 、
個々
の

従業員に

積極的

に
働
き
か
けを
行
え
る
仕
組み・

習
慣
を
作
るこ
と
が
重
要
で
あ

る。
企
業
に
対して
そ
のよ
うな

意
識づ
けを
行
うこ
と
によ
り 、

企
業
にとっ
て
は
人

材価値の
向

上 、
女性
にとっ
て
は
働きがい・

生
き
が
い
の
増
加につ
な
が
る。

従
難
員
の
長
期
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
形
成
に
向
け
た
事

業
所
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
I

‘ンョ
ン

『
平
成
加
年
版
労
働
経
済
の

分析

|働く人
の
意識と
雇
用

管理
の

動向|」

(厚生

労働省)

を
参
考
に、

事在の
日
本にお
け

る

労働者(と
く
に

若年層)
の

意
識
につ
いて 、
次の4つ
の
傾

向
に
着
目し
て
孝え
る。

・
仕
事
に対
す
る
満足
度(や
り

が
い)
は
下がっ
て
い
る

・
で
きれば
同じ
職
場で
や
りが

い
の
あ
る

仕事を
続
けた
い

・
ただ
し 、
自分
の
適
性が
活か

さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ 、
す

ぐ
に
離
職
す
る
労
働
者
が
増

ウ

‘えて
い
る

・
結婚・
出
産
時に
自ら
辞め
る

(
辞
め
よ
うと
思っ
て
い
る)

労働者
が多い

こ
れ
ら
の
傾
向
か
ら、
働
く

従
業
員た
ち
は、
で
きれば
同じ

職
場で
や
りが
い
の
あ
る

仕事を

続
けた
い
が 、
な
か
な
か
職
場

でキャ
リア
デ
ザ
イ
ン
を
描くこ

と
が
で
き
ず、

女性は
出
産等が

きっ
か
けと
な
り 、

職場を
去っ

て
い
くと
い
う姿
が
浮かび
上
が

る。問
題
は、
従
業
員
個々
が
や

りが
い・
生
き
が
い
を
見つ
け
ら

れ
ない
だ
けで
は
な
く、

勤続年

数の
短さは
女性の
登
用が
進ま

な
い
要因と
なっ
て
い
る。
さ
ら

に、
従
業
員が
や
りがい
を
もっ

て
働
き
続
け
ら
れ
な
い
こ
と
は、

企
業
にとっ
て
大
き
な

損失と
な

る。働
く
従
業
員
に
は、
一
人ひ

と
り
異
な
る
背
景
や
想
い
が
あ

り 、

個性
が
あ
る。
キャ
リア
の

重
ね
方 、
両立
の
あ
り方につ
い

て
もニ
1ズ
は
多様
で
あ
る。
そ

のた
め 、

各事業所
に
おいて
は

画一
的な
制度の
整
備
のみ
で
は

な
く、
個
別
の
従
業
員に
対して

のコ
ミュ
ニ
ケー
ショ
ン
によ
る

フォ
ロ
ー 、
ニ
ーズ
の
掘
り起こ

し
が
必
要で
あ
る。

家庭や
家
族

のこ
と
な
ど
も
含め
て

情報を
共

有し
相談し
合
え
る
従
業
員
同士

の

関係作
り 、

就業継続意欲
を

高め
あ、コ社
内コ
ミュ
ニ
ティ
の

醸成が
求め
られ
る。
こ
のよ
う

な
中
か
ら、

従業員は、

長期的

なキャ
リア
プラン、

加えて
ラ

イフ
プラ
ン
も
描
け
るよ
う
にな

る
の
で
は
ない
だ
ろ、っか。

こ
う
し
た
こ
と
に
企
業
が
取

り
組むた
め
には、
一
般
的な
啓

発や
研
修
のみ
な
ら
ず、
それ
ぞ

れ
の企
業の
状
況
に応じた
個別

支援が
右効で
あ
り 、
そ
のた
め

の

環境整備が
必
要で
あ
る。

|男女共同参画推進のための今後のあり方|

ー

こ
の
よ
う
に
し
て 、
事
業
所

と

従業員のニ
lズ
の

すり合わ

せ・
共
有が
で
きて
くれば 、
制

度と
して
は
か
な
り整
備されて

い
る
各種
の
制
度
は、
「
生
きた

仕組
み」
と
な
る。

こ
れ
ら
3
つ
の
方
向
性
を
追

求するこ
と
によ
り 、

仕事と
生

活が
調和し 、
男
女がそ
れ
ぞ
れ

の

個性と

能力を
十分
に
発揮で

き
る
男
女

共同参画
社
会の
実
現

に
向
けて 、
さ
ら
に
前進す
るこ

と
が
期
待で
き
る。

求められる3つの方向
1中小企業におけるワーク・ライフ・バランスに対応した経営の推進

2.個人の生活スタイル変革に向けた、職場からのアプローチ

a従業員の長期的なビジョン形成に向けた事業所内コミュヱケーション

「男女共同参画に関する事業所調査報告書」は市のホーム
ページで閲覧できます。 トップページ内の分野別インデック
スから「男女共同参画」→「男女共同参画の推進」→「男女
共同参画に関する調査」にお進みください。

http://www.city.yokohama.lg.jp/shimin/ danj 01 

chousa/22jigyousyochousa/ 

(
注
1)

横
浜
市
で
は、

平
成
四
年
度
か

ら
女
性
の
能
力
活
用
や
ワ
1
ク
・

ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
等、

男
女
が
と

も
に
働
き
や
す
い
職
場
づ
〈
り
を
進
め

て
い
る
市
内
事
業
所
を
「
よ
こ
は
ま
グ
ッ

ド
バ
ラ
ン
ス
貧

1
働
き
や
す
く
子
育

て
し
や
す
い
企
業
1」

と
認
定
・

表
彰

し
て
い
ま
す。

平
成
忽
年
度
は
幻
事
業

所
が
認
定
き
れ、

そ
の
う
ち
特
に
優
れ

た
取
組
を
進
め
る
2
事
業
所
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た。
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